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1. 前年の「自律型無人探査機戦略プラットフォーム」動きと意味付け

1) 自律型無人探査機戦略プラットフォーム経緯

内閣府資料

来季PF継
続決定

来季PF
実行準
備

・ 関連設備見学会
・ 社会実装ﾏｯﾁﾝｸﾞ会議
・ 来季PF実行案提示
・ 予算獲得

社会実
装事業

第二期
AUV戦
略PF

6月3日

7月24日
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1. 前年の「自律型無人探査機戦略プラットフォーム」動きと意味付け

2) 自律型無人探査機活用の構想

内閣府資料
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AUV官民プラットフォーム（PF）の検討
 分野別（海洋資源開発、CCS、水産資源、洋上風力、海洋インフ

ラ管理、防災・減災、海洋安全保障、海洋環境保全、科学調査・
研究）にユースケースを検討し、将来ビジョンを作成

 AUVの国産化・産業化を推進するため、技術開発の方向性を示す
技術マップを作成

 2030年まで、2030年以降に向けた取組みについて
具体的なロードマップを作成

 その他、研究開発の推進、共通基盤の構築、制度環境の整備、企
業活動の促進、人材育成について記載
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1. 前年の「自律型無人探査機戦略プラットフォーム」動きと意味付け

3) 昨年のプラットフォームの検討

内閣府資料
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AUV官民PF 提言書（ユースケースの検討）
AUVの機能・性能に
対するユースケースの

要求項目
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1. 前年の「自律型無人探査機戦略プラットフォーム」動きと意味付け

4) 利用部会のアクション

内閣府資料

AUV官民PF 提言書（将来ビジョン）
現状において、短期利用のユースケースを中心にAUVの開発利用が想定される状況である。
将来ビジョンとしては、既存のユースケースの市場（図の左側）を拡大していくとともに、
長期的あるいは広範囲に利用されるケース（図 の右側）を増やしていくことが重要。

AUV官民PF 提言書（ロードマップ）

技術マップ
（技術部会）
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1. 前年の「自律型無人探査機戦略プラットフォーム」動きと意味付け

5) 令和5年度、自律型無人探査機戦略プラットフォームを終えて

昨年の自律型無人探査機戦略プラットフォームを終えて、感じたことは、
1. 初年度としては多くの点を机上に出し認識の共有化を行った結果、必要とされる項目は共有化された
2. 残念ながら、落ちた項目も多いし、定性的な協議が多かった
3. まだ、個別機器・ツール中心の協議が多く、全体のシステム化や運営についての討議が不足した
4. 事業への投入に向けてという点を視野に入れた地に足が付いたロードマップには至らなかった
という事です。

このことは令和6年度、及びそれ以降のプラットフォームで明確化していく事が必要と感じました。
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2. 今年のプラットフォームへの期待

1) 今年の討議と目標
昨年の未達事項対応
① 自律型無人探査機のインフラ設備： 長期運営の為の自律型無人探査機を支えるインフラ設備
② 海中・海底での運用ガイドライン： 海中で安定的長期活動を実現する設備仕様・運用ガイドライン
③ 事業化の検討： 公募による社会実装試験
④ 自律型無人探査機の事業規模： ユースケースの調査を元にした事業規模検討

昨年の不十分な討議対応
① 自律型無人探査機活用の新規事業とは： 事業モデル：サービスプロバイダーは何をするのか？
② 将来の海洋事業展開に於ける位置づけ： 「必要欠くべからざるもの」になるには
③ AUV等で取得データをどう使うか： Digital Transformation/AIの活用
④ 「事業」という観点でのシステム検討： 何を「生業」とした事業を目指すのか

今年も完成版は出来ないが、より将来の形を明確化する事が目標
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2. 今年のプラットフォームへの期待

2) 社会実装公募

内閣府資料
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2. 今年のプラットフォームへの期待

3) 欧米の無人探査機活用状況
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東洋エンジニアリング資料

現場確認ツール

既存中央制御室
（現場）

（日本で）導入のDXツール

既存中央制御室追加設備

ツール対応不可の場合の専門
家対処システム

2. 今年のプラットフォームへの期待

4) システムとしての自律型無人探査機事業
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2. 今年のプラットフォームへの期待

5) 自律型無人探査機の対応事業フロー

サービスプロバイダー

空中 海上・海中

海洋資源開発 海洋MH開発 海洋CCS 洋上風力
（着床・浮体）

水産業
（養殖） 海洋インフラ 防災・減災

対象業務
1. 探査開発
2. 建設監視
3. 操業・保守

対象業務
1. 探査開発
2. 建設監視
3. 操業・保守

対象業務
1. 探査開発
2. 建設監視
3. 操業・保守

対象業務
1. 事業評価
2. 建設監視
3. 操業・保守

対象業務
1. 周辺評価
2. 設備監視
3. 養殖監視

対象業務
1. 建設監視
2. 操業・保守

対象業務
1. 現状把握
2. 変動監視

海洋環境保護 水産業
（外洋）海洋安全保障

対象業務
1. データ解析
2. データ供給
3. データ蓄積

対象業務
1. データ蓄積
2. 変動解析
3. 経緯蓄積

対象業務
1. データ蓄積
2. 変動解析
3. 原因解明

実際に無人機を
使用して業務実
行・データ収集を
する事業

無人機で主とした
データを活用して
対応する事業

収集データ
（保管・供給）

データ供給

データ保管

海洋産業タスクフォース資料
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